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三菱UFJ信託、ディープラーニング活用の個人向け投資ファンドを開始

AIは、今や資産運用の世界に欠かせない技術。ロボットアドバイザーをはじめ、ヤ
フーがビッグデータを活用した投資ファンドを提供するなど、AIを活用したサービ
スが続々と登場している。
そこからさらに一歩進んだ形で三菱UFJ信託銀行によって提供が開始されたのが、

ディープラーニング（深層学習）を活用した投資ファンド。ディープラーニングとは、
機械がさまざまな物事を理解するための学習方法。ニューラルネットワークという
アルゴリズムから発展して生まれたもので、情報を入れていくとそれに関連する
情報についてもAIが判断できるようになる。つまり、三菱UFJ信託の新たな投資

ファンドは、ディープラーニングを活用することで、株価変動を予測することができ
るようになったというわけだ。
三菱UFJ信託は、為替の変動や株価の値動き、投資家心理に関する各種指標な

ど、株式市場に影響を与えると想定される同社の全データを入力。毎日蓄積され
るデータを学習させることで、学習させない予測モデルに比べて、年率で約10％

利回りが高くなったという。判定結果は運営担当者に通知され、最終的な判断は
人間の担当者に委ねている。リーマン・ショックのように、予測傾向を大きく外れた
変動を予測するのはAIでも難しいからであり、AIの強みである情報の蓄積と、経

験豊富なファンドマネジャーならではのノウハウをうまく融合させた投資商品だと
言える。


